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 かんぽ生命の石井でございます。

 本日は、お忙しいところご参加いただき、誠にありがとうございます。

 はじめに、私から、経営方針の概略をご説明し、その後、専務執行役の千田から、
経営状況の詳細をご説明いたします。

 2ページをご覧ください。



 2017年3月期は、簡易生命保険誕生100周年を迎えるとともに、上場企業として、実質
初年度に当たる節目の年となりました。

 歴史的な超低金利が継続し、生命保険業界にとっては大変厳しい1年となりましたが、
かんぽ生命は、お客さまサービスの更なる充実、企業価値の向上に向けて、数々の
施策を展開してまいりました。

 商品・営業では、昨年4月に通計限度額を引き上げ、また、2度にわたる保険料改定を
公表・実施して、市場環境の変化に適切に対応しました。

 本年3月には、下期からの販売を希望している3つの新商品（新入院特約、低解約
返戻金型の終身保険、長寿社会に対応した定期年金保険）について、認可申請を行い
ました。お客さまのニーズにお応えする商品改定を、タイムリーに実施してまいりたいと
考えております。

 資産運用では、株式自家運用やオルタナティブ投資の態勢を強化しながら、多様化を
進めてきました。その結果、リスク性資産の占率は、中期経営計画で見込んでいた
「10％程度」に、ほぼ到達しました。

 事務・システムでは、最重要プロジェクトであった基幹系システムの更改を、
トラブルなく、スケジュールどおり完了しました。これにより、システム品質・開発生産性を
向上し、商品改定のスピードを増してまいります。

 提携戦略では、第一生命ホールディングスとの業務提携に基づき、海外生保、
資産運用、国内生保の3領域で、具体的な取組みを開始しました。

 両社の協業は、ベトナムポストや資産管理サービス信託銀行など、価値を共有できる
ビジネスパートナーに協力関係を広げながら、具体的な成果を一つひとつ積み上げて
まいります。

 以上のとおり、2017年3月期は、変化に対する適切な対応と、成長戦略を着実に
実行した結果、中期経営計画の2年目として、期待した実績をあげることができたと
評価しています。

 3ページをご覧ください。
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 ここでは、中期経営計画の進捗状況をご説明します。

 新契約月額保険料については、「500億円台」の目標を、2016年3月期に1年前倒しで
達成済みですが、2017年3月期は、更に上回る553億円となりました。医療特約の
新契約も順調に伸びており、保障を重視した営業の定着に手応えを感じています。

 当期純利益については、厳しい市場環境が続く中でも、業績予想（860億円）を上回る
885億円を計上し、前期比+4.4％の増益を達成しました。

 この結果、株主配当についても、1株当たり60円、前期比+7.1%の増配とすることが
できました。

 各項目とも、前期を上回る実績をあげることができたのは、全国のお客さまをはじめ、
皆さまのご支援の賜物と、心から感謝申し上げます。

 4ページをご覧ください。
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 ここでは、当社の持続的な成長に必要な、経営・ガバナンスの取組みについて、
ご説明します。

 私たちかんぽ生命は、「お客さま一人ひとりの人生を保険の力で守り続け、これからの
地域社会を支えていく」という考えのもと、お客さま本位の業務運営を、最も重要な柱と
位置付けています。

 本年4月に公表した基本方針に基づき、お客さまの声を適切に把握・分析するとともに、
募集品質の一層の向上などに取り組むことで、郵便局と築いてきた「安心」と「信頼」の
ブランドを一層高めてまいります。

 また、機関投資家としての責任を果たすため、スチュワードシップ・コードへ対応し、
投資先企業との建設的な対話などを通じて、日本経済の成長に貢献してまいります。

 さらに、これらの取組みを支える基盤として、上場企業に相応しいガバナンス体制を、
より強固なものといたします。

 次の100年も、お客さまから信頼され、愛される会社であり続けられるよう、
お客さまから選ばれる真に日本一の保険会社を目指してまいります。

 5ページをご覧ください。
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 私からは最後に、将来を見据えた取組みについて、ご説明します。

 金融技術の発達により、現金や決済サービス、金融商品に対するお客さまの
考え方・ニーズは、今後変化していくと予想されます。

 生命保険ビジネスにおいても、商品開発やサービスの向上、業務オペレーションの
改善に、積極的に新しい技術を取り入れていく必要がありますが、同時に、お客さまの
人生を支えるためには、対面でのコミュニケーションが不可欠です。

 郵便局チャネルが持つ、地域社会に根差した、人肌を感じられるあたたかみは、
他にはない絶対的な強みとなります。

 かんぽ生命は、これからも、お客さまと郵便局との関係が更に強固なものとなるように、
郵便局チャネルの強みを生かしたビジネスモデルを追求してまいります。

 また、生命保険ビジネスを支える最も大きな力は人材であり、社員一人ひとりの
成長こそが、競争力の源泉となります。

 当社の社員の多くは元公務員であり、一部には、その勤勉さから、長時間労働も
厭わない時代の風土が残っていました。

 これを改めるため、「効率的に仕事をして成果を出す社員が評価される」という意識を
全社に浸透させ、特に管理者の意識改革を徹底しました。

 働き方改革は、「時間も重要な資源・報酬である」という意識改革です。女性社員の
活躍を推進することや、仕事と育児・介護の両立を支援することで、働きやすい職場を
作り、社員がモチベーションと人間力を高めてくれることを期待しています。

 以上で私からの説明を終わりますが、続いて、専務執行役の千田より、経営状況の
詳細をご説明いたします。
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 かんぽ生命の千田でございます。

 私からは、2017年3月期決算を踏まえた、経営状況の詳細をご説明いたします。
 7ページをご覧ください。
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 新契約の状況について、ご説明します。

 個人保険の新契約年換算保険料は、昨年8月の保険料改定の影響により、一時的な
減少が見られましたが、年度末にかけて徐々に回復し、年間トータルでは前期比+4.7%
の増加となりました。

 また、右のチャートのとおり、第三分野の新契約年換算保険料は、民営化以降の最高を
記録した前期を大きく上回る結果となりました。

 本年4月には、標準利率の引下げを踏まえ、再度、保険料改定を実施していますが、
引き続き、日本郵便と協力して、保障を重視した営業の定着に努めてまいります。

 8ページをご覧ください。
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 低金利環境を踏まえた商品戦略について、ご説明します。

 当社は、足元の低金利環境を踏まえ、昨年8月、本年4月と、2回の保険料改定を実施
しました。

 一連の改定により収益性の改善を見込んでいますが、利益及び販売量への影響を
考慮して、予定利率の引下げ幅を抑えつつ、入院特約の保険料を見直し、保険料の
値上げ幅を抑制しています。

 また、本年10月には、低金利環境下におけるお客さまの保障ニーズにお応えするため、
①入院特約の見直し、②解約返戻金を抑え、保険料を低廉化した終身保険、③長寿
社会に対応した定期年金保険の創設を予定しており、現在、認可申請中です。

 いずれも高齢化社会において必要とされる商品であると考えておりますので、皆さまの
ご理解を得て、販売してまいりたいと思います。

 9ページをご覧ください。
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 本年4月に実施した保険料改定について、ご説明します。
 標準利率の引下げを踏まえ、予定利率を引き下げるとともに、入院特約の保険料の
引下げを行うなど、保険料の総合的な見直しを行いました。

 具体的には、予定利率を△0.5％（基本契約）引き下げることで、保険料を引き上げる
一方、商品の魅力維持等の観点から、入院特約の保険料を引き下げることにより、
一部の保障性の高い商品（特別養老保険等）では、保険料が下がりました。

 保険料全体としては値上げとなりますが、引き続き、ユニバーサルサービスの対象
である養老保険・終身保険に、医療特約を付加した営業を基本とし、経済環境の
変化に適切に対応してまいります。

 10ページをご覧ください。
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 当社が経営上最も重要な柱と位置付ける「お客さま本位の業務運営」について、ご説明
します。

 企業価値の持続的な向上を実現するためには、「お客さま本位の業務運営」を徹底する
ことが必要不可欠です。

 郵便局とともに永年にわたって築き上げてきた「安心」と「信頼」のブランドは、
当社にとって最大の強みであり、これを更に強固なものとしてまいります。

 本年4月には、経営トップのコミットメントをはじめ、7つの原則からなる「お客さま本位の
業務運営に関する基本方針」を定めました。

 この基本方針を出発点として、すべての業務をお客さま目線で見直し、更なるお客さま
サービスの改善・高度化に向け、取組みを推進いたします。

 11ページをご覧ください。
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 基幹系システムの更改について、ご説明します。

 当社のシステムは、3千万件以上の保有契約を管理する極めて巨大なシステムであり、
今回のシステム更改は、当社の事業基盤そのものに関わる最重要プロジェクトとして
取り組んでまいりました。

 2010年に基本構想を策定してから7年間にわたり、投資総額約1,200億円を要した
本プロジェクトは、IBM等、多くのパートナー企業の協力の下、本年1月にスケジュール
どおり完了し、現在、安定稼働に移っています。

 生命保険ビジネスにおいては、簡易・迅速・正確な事務処理と、その基盤となる
システムが、将来にわたって競争優位を保つ上で必要であり、新しい基幹系システム
により、システム開発の品質・生産性・効率性を高めていきたいと考えております。

 12ページをご覧ください。
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 IBM Watsonの活用について、ご説明します。
 当社は、保険金支払業務の正確性・迅速性・効率性の向上を目指し、2015年2月から、

Watsonの活用を検討してきました。
 支払業務におけるWatsonの判断精度は90%程度に達したことから、本年3月に実用化を
開始しています。

 また、本年4月からは、コールセンター業務へと活用の幅を拡げています。
 年間100万件以上の問合せが寄せられるコールセンターで、通話内容を即座にテキスト
変換するほか、問合せ内容に応じてオペレーターが参照すべき情報を自動表示できる
ようになりました。

 将来的には更に進めて、保険契約の引受審査や商品開発等、幅広い領域での活用を
検討してまいりたいと考えております。

 13ページをご覧ください。



 資産運用の状況について、ご説明します。

 マイナス金利など低金利環境を踏まえ、運用資産の多様化を進めてきた結果、株式・
外国債券などのリスク性資産の残高は7.9兆円、総資産比で9.9%まで拡大しました。

 中期経営計画において予定していた「10％程度」にほぼ到達していますが、今後も
マーケット環境を注視しつつ、リスク性資産への投資を拡大する方針です。

 右の表のとおり、低金利が継続し、平均予定利率・利子利回りともに低下しましたが、
785億円の順ざやを確保しています。

 キャピタル損益は、昨年度上期の円高による影響や、為替ヘッジコストの上昇により、
511億円のマイナスとなりましたが、価格変動準備金の繰入を減らして対応するので、
当期純利益に与える影響は限定的です。

 14ページをご覧ください。
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 資産運用の多様化について、ご説明します。

 低金利環境下で運用収益を確保していくため、当社は資産運用の多様化を積極的に
進めており、2018年3月期も、引き続き、投資対象を拡大していく方針です。

 2017年3月期に開始した海外クレジット等への投資を継続するとともに、プライベート
エクイティ、ヘッジファンド等のオルタナティブ投資を開始し、中長期的には総資産の
1%程度まで拡大を目指します。

 こうした取組みの結果、2018年3月末のリスク性資産は、総資産比で12%程度まで
拡大する見込みです。

 同時に、運用態勢を強化するため、基盤・人材を拡充・強化するとともに、第一生命との
業務提携も活用してまいります。

 15ページをご覧ください。
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 健全性の状況について、ご説明します。

 経営環境の変化に伴うリスクに備え、危険準備金と価格変動準備金を合わせて、
3兆427億円の内部留保を積み立てています。

 また、将来の逆ざや等を補う目的で積み立てている追加責任準備金は、5兆9,610億円と
なっています。

 右の表のとおり、連結ソルベンシー・マージン比率、ESR（経済価値ベースのソルベンシー
比率）、信用格付ともに十分な水準であり、引き続き高い健全性を維持しています。

 16ページをご覧ください。
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 EVの状況について、ご説明します。
 2017年3月末のEVは、金利上昇等により、前期末から2,046億円増加し、3兆3,556億円
となりました。

 一方、新契約価値は、9月末の経済前提で算出しているため、金利低下の影響により、
368億円となりました。

 参考までに、2017年3月末の金利水準で評価した場合には、新契約価値は1,000億円を
超えると推計されます。

 2回の保険料改定により、商品の収益性は一定程度改善しており、保障を重視した
販売を強化して、新契約価値の上積みを目指してまいります。

 17ページをご覧ください。
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 最後に、2018年3月期の連結業績予想について、ご説明します。
 今期は3年間の中期経営計画の最終年度に当たり、当期純利益は、中計目標の
「800億円程度」を上回る、860億円と予想しています。

 株主配当については、今後の利益見通し、財務の健全性、契約者への利益還元との
バランスを考慮して、配当性向30～50%を目安に、1株当たり配当の安定的な増加を
目指しています。

 こうした方針の下、2018年3月期の配当予想は、1株当たり64円、前期比+6.7%の
4円増配を見込んでおり、株主・投資家の皆さまのご期待に応えてまいりたいと
考えております。

 以上で私からの説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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